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　　　　　　　　　　　　Ｔ岡田さんの投稿で、東京混声事務局へ送られた原稿の転載です。（２００９．１０月）
　　　　　　　　　　　―――　夢が二度かなう～<蜜蜂と鯨>から<うた>へ　 ―――
歴史と自然に育まれた地での感動と興奮の演奏会、そのきっかけは・・・。合唱団の仲間から「とってもいいですよ」と紹介された合唱CD。親しみやすい選曲と凛とした演奏に感激し、夢心地のハッピ－な気分に浸りながら、感想メ－ルを東京混声のホ－ムペ－ジに送信しました。「アマチュア合唱人に素敵なプレゼントをいただいたようです。ぜひ大阪でもこんな演奏会が開かれることを願っています。」この一通のメ－ルが私たちとんだばやし混声合唱団と東京混声とを結びつけたのです。そのCDこそ、山田和樹指揮により初めてリリ－スされた愛唱曲集「懐かしいアメリカの歌」でした。
 幸いにも、私たちは、昨年4月の演奏会で「蜜蜂と鯨たちに捧げる譚詩」(三善晃)、今年10月には「うた」(武満徹)で、二度の共演の機会を得て、音楽の奥深い世界へと誘われました。加えて今回は、ブザンソン国際指揮者コンク－ルで優勝された山田和樹先生と、還暦(定年退団)を迎えられたコンサ－トマスタ－山田茂先生の新しい門出を祝う記念すべきコンサ－トともなりました。
 「交流の世紀」と銘打った各地での演奏会の魅力は、東京混声のメンバ－とともに歌える喜びと、東京混声の演奏を間近に聴ける喜びを、活きた時間として共有できること。さらに、公演前に指揮者や団員にお越しいただき、公演前日の合同練習を含めご指導いただけることです。私たちも、数度にわたり言葉に尽くせぬ貴重なご指導をいただきました。
　その一つが「楽しんで歌う」ことです。私たちは、音程、リズム、発声など音楽技術的な課題の克服に力を注ぐあまり、ややもすると忘れてしまいがちです。「この曲、どんな気持ちで歌ってますか？もっと楽しんでください。」とさりげなく発せられるコメントに、緊張した心がほぐれ、合唱の原点をあらためて見直す契機となりました。
　いま一つは、「ステ－ジで歌う(演奏する)ことは、声や言葉の響きによって、客席で聞いている人の眼前に何かしらの“像”(情景や物語)を創りだす行為」だということです。
　ご指導いただいたことを重ねながら東京混声の演奏を聴くなかで、ある言葉が浮かびました。技芸を習得する際の精神「守・破・離」です。基本となる型や技術を身につけるプロセスが「守」。新しい発想で違った素材や型、自分の感性を試す段階が「破」。最後に自分独自の世界、小宇宙を表現する「離」の段階に到達するといわれます。能楽の書『風姿花伝』では、観客に感動を与える力を「花」にたとえます。“Miracle Voice”まさしく合唱芸術の「花」が「離」の域で開花している素晴らしさに魂をゆさぶられました。
 「歌は感動を呼び起こし、感動は人生を創ります！」これは私たち合唱団の入団呼びかけのメッセ－ジです。 東京混声の皆さまとの出会いから多くを学んだ音楽体験を生かし、大阪・南河内の地に、音楽のある生活をしっかり根づかせていきたいと思います。
　ブラボ－！世界に誇れる東京混声。これからも私たちアマチュア合唱人にとってあこがれの存在として、輝き続けてください。ありがとうございました。　(とんだばやし混声合唱団　岡田重信) 　（以上の資料提供、ありがとうございます）





２００９年１２月５日　　　　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　　　本号　両面です。





「さびしいカシの木」　詩：やなせたかし。曲：木下牧子


　山の上の一本の　さびいしいさびしい樫の木が、


遠くの国へいきたいと　空ゆく雲に頼んだが


雲は流れて　消えてしまった。


　山の上の一本の　さびいしいさびしい樫の木が、


私と一緒にくらしてと　やさしい風に頼んだが


風はどこかへ　消えてしまった。


　山の上の一本の　さびいしいさびしい樫の木は、


今ではとても年をとり、ほほえみながら立っている。


さびしいことに　なれてしまった。











○団員交流の集い：１２月１９日、レストランを借り切って交流。


先生方・団員からの演奏など。演奏希望者は早めに連絡してください。


参加費は当日２０００円集金（参加者のみ）・アルコール付きなので飲酒運転厳禁。愛唱歌集持参です。担当，Ｔ平川さん・Ａ松村さん。








シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。新入団等、未投稿の方は積極的にお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　


※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のID番号でお入りください。※※※※※※※※※※











○技術通信：Ｔ芝田さんから：「みなかみ」についてのお話。奈良・三重県境大台ケ原の三津河落山（さんずのこうちやま）に発した源流が伊勢湾・熊野灘、そして紀の川となって紀伊水道の３方向に注ぐこと。中国大陸の黄河源流（ＮＨＫ放映）、そこから長江も流れ出していることなど、大河の源流にはロマンを感じますね。














合唱組曲「筑後川」について


「筑後川」は楽譜の巻頭言にあるように１９６８年に作曲されました。当団では第７回定期演奏会（２００２年６月）に初めて演奏しています。以前からの団員の方々からいただいた資料によると、作曲者の團伊玖磨氏は、その前年、２００１年５月に旅行先の中国で客死なさっています。「團先生の逝去に心からの哀悼の意を捧げ、この名曲『筑後川』を高らかに歌い上げましょう！」との書き込み入りの新聞記事悲報が団内で配布されました。資料ではこの曲の終章「河口」が久留米市初め全国の学校で卒業式に歌われているとか、団氏が筑後川に船を浮かべて曲想を練ったとか書かれています。久留米の詩人丸山豊氏の歌詞に――この５編の詩は、実に簡潔な筆の中に、母なる大河の一生を、さながら人の一生に重ね合わせるように、ある意味でドラマティックに描き上げる。――と團氏自身が語っておられます。（以上の資料提供、ありがとうございます）








さようなら２００９年　＆　ありがとうございました　２００９年　！


すばらしかった１年が幕を閉じます。すばるホールの舞台の上に栄光に


満ちた思い出が残りましたね。まず７月の第１３回定期演奏会は８００人


のお客様で大盛況でした。全曲暗譜でいい演奏会だったと好評をいただきました。


９月のコーラスフェスティバルでは宮崎アニメソング２曲を歌い、続いてついに１０月の東京混声


特別演奏会合同演奏。舞台の上で東混の皆さんのミラクルヴォイスに背後から抱かれるようにして共に歌った至福のひとときがありました。山田茂、山田和樹両先生から「心から音楽を愛する姿勢」と「曲によって歌声を変える歌唱技術」を学び、団が大きく成長した年でした。「島よ」・「うた３曲」よ、ありがとう。また歌う日までさようなら。


山田茂先生、山田和樹先生、東京混声の皆様に改めて感謝し、またのご指導を心からお待ちします。


「島よ」　♪♪日ごと夜ごと、その身を削がれ、なお遠い日のしるしを守り続けるものよ。　　それは　私ではないのか。♪♪


決して明るくない世相の中で、「島」のように耐えながら、大切なものを守っていく私たちです。でも！！


「翼」　　♪♪風よ、雲よ、光よ、夢を運ぶ翼。遥かなる空にえがく。　希望という字を。　人は夢見、旅していつか空を飛ぶ。風よ、雲よ、光よ、夢を運ぶ翼。遥かなる空にえがく。　自由という字を。♪♪　　この音楽をいつも心に宿しましょう。


さあ、未来へと希望をつないで風と雲、光に希望と自由を歌おう。来年もすばらしい年になるよう、皆で頑張ろう！！


第１４回定期演奏会メイン曲の「筑後川」は、名曲です。仕上がりが楽しみです。





「木を植える」　詩：谷川俊太郎。曲：木下牧子


木を植える　それはつぐなうこと　私たちが根こそぎにしたものを


木を植える　それは夢見ること　子どもたちのすこやかな明日を


木を植える　それは祈ること　いのちに宿る太古からの聖霊に


木を植える　それは歌うこと　花と実りを　もたらす風とともに


木を植える　それは耳をすますこと　よみがえる自然の無言の教えに


木を植える　それは知恵　それは力　生きとし生けるものをむすぶ





サヨナラー





○練習用ＣＤ製作について：「筑後川」以後は、今後全ての音取りＣＤが申し込み制で有料（１００円）。販売中。尚今回の「筑後川」ＣＤは作曲者の音声入りのスペシャル版で久留米合唱団の演奏です。なお「筑後川３４５」ＣＤは追加、無料になります。


○嬉しいお知らせ：Ｓ禰占（ねじめ）奈美江さん、復帰されました。


○御礼　富高ももせ合唱団長Ｂ吉田惣さん。８日の演奏会ご協力、ご来場厚く御礼申しあげます。





十月三十一日（土）


　ＶＴは和田先生。東混共演、よかったですとほめてくださいました。いい声造りにがんばって、一人ひとりの技術を上げて指揮者の要請に答えられるようにすることがＶＴとしての仕事ですと力強く言ってくださいました。今後も和田先生・竹岸先生・福井雅志先生、よろしくご指導お願いします！


Ｚ―――の練習は、発声の体制作りに最適。１のどを下げる、２上あごを上げる、３のどの奥を広げる、４臍下丹田から息の柱を上げるという形を練習しました。なお、１２３をまとめると隠れアクビになりますので、合唱練習中に限ってはいくらアクビをしても叱られないそうです。ハハハ。


　練習曲は、ついに新曲（大部分の人には再演）の「筑後川」。音取りパート練習の後、全員で音合わせ。第１曲「みなかみ」を合わせました。「前よりずっと上手になっていますね。」と貞松先生は笑顔でした。やっぱりうまくなっているぞ！とりわけこの曲はアカペラで始まるので、これまでのアカペラ曲、東混共演の曲などの練習が生きていますとの先生の言葉でした。


十一月七日（土）


　ＶＴは久しぶり！元気いっぱいの福井雅志先生。和田先生のご指導と共通して、喉の奥、軟口蓋をぐっと開く（アクビの形）でそこで音を回して前に出す発声でした。また「筑後川二曲目」では模範歌唱をしてくださいました。


　練習曲は第２曲、「ダムにて」音取りパー練、その後全体アンサンブル。貞松先生はスタッカートとテヌート、レガートの歌い分けに重点を置かれました。中間部の男声四部では、青年の歌声を指示されました。オッサン声はアカンのだそうです。これで早くも「筑後川」は二曲まで進みました。


十一月二十一日（土）


ＶＴは竹岸先生。「ｂｕｒｒｒｒ・」と唇を震わせる発声を繰り返してから「Ｏ――」と声を出しましょうと指導されました。あら不思議やな。高い音が軟口蓋から軽く出るではありませんか。個人レッスンでもやりましょう。練習曲は「銀の魚」の音取りパー練と全体合わせ。もう筑後川三曲目だぞ！なお、「○と△」を歌いました。東混共演の三曲の譜面もご持参のこと。「おんがく」（歌集から）を歌いました。











赤鉛筆　（神戸市役所センター合唱団演奏会に応援出演して）


下の歌は１１月１５日。神戸市役所センター合唱団演奏会への有志参加で歌った７曲のふたつです。残る５曲もすばらしい曲ばかりです。作曲者木下牧子さんもご来場でした。有志一同、当団の代表という雰囲気なので「恥ずかしくないように歌おう」とがんばってきました。その結果、演奏会大成功、「富田林の皆さんの応援のおかげで合唱が充実してすばらしい出来でした。」と、センター合唱団の指揮者山本修先生、団長の田中さん、作曲者の木下先生が喜んでくださっていました。


　他団の活動を知り、またご指導を受けることは他流試合のように、大変勉強になりました。とりわけ、歌詞のフレーズ（まとまり）を、山本修先生は厳しく指導されました。つまりフレーズの中ではブレスを取らないことです。ブレスとブレスの間がひとまとまりのフレーズで、コーラスなら皆が一斉に同じ場所でブレスしないと、歌詞がブツギレやボヤケで聞き手には何を言っているのか伝わりません。またそうすることでクレッシェンド・ディミヌエンドが自然とついて表情豊かに歌えるのです。特に下記の「木を植える」の曲は、木下先生はそのことに気を配って作曲されておられると思いました。だからとても歌いやすく、また聞き手に言葉がよく伝わるようです。





演奏会案内


○合唱団フェニックス定期演奏会


十二月　六日（日）明日・Ｂ中山さん


出演午後二時開演・堺市ウェスティホール（ＪＲ鳳下車スグ）


○すばる第九シンフォニー２００９


十二月　十三日（日）


午後二時開演・すばるホール


○富田林市少年少女合唱団定演


一月一七日（日）すばるホール








